
校務DXダッシュボードについて
令和７年５月14日

政策改善対話（第１回）
文部科学省



GIGAスクール構想の下での校務DXチェックリスト
文部科学省は令和５年度に、校務DXを推進する際に取り組むことが望ましい項目を整理した「GIGAス
クール構想の下での校務DXチェックリスト」を作成。
小中学校及びその設置者は、これに基づく自己点検を定期的に実施。文部科学省はその結果を公表す
るとともに、取組状況のフォローアップを促進。
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45.0%

22.7%

9.2%

30.5%

38.1%

39.5%

4.7%

30.3%

40.9%

19.8%

8.9%

10.4%

一部している
（半分未満）

一部している（半分以上）完全にデジタル化している 全くしていない

一部している（半分未満）

完全にデジタル化
している

全くしていない一部している（半分以上）完全にデジタル化している

全くしていない一部している（半分未満）一部している（半分以上）

① 児童生徒の欠席・遅刻・早退連絡について、クラウド
サービスを用い、PC・モバイル端末等から受け付け、学
校内で集計していますか。

② 保護者への調査・アンケート等をクラウドサービスを用
いて実施・集計していますか。

③ 学校から保護者へ発信するお便り・配布物をクラウド
サービスを用いて一斉配信していますか。

整えていない
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「GIGAスクール構想の下での校務DXチェックリスト」の項目例及び自己点検結果

教職員と保護者間の連絡のデジタル化

76.9%

38.9%

24.9%

37.9%

41.9%

15.2%

27.8%

23.1%

7.9%

5.5%

全く
していない

一部している
（半分未満）一部している（半分以上）完全にペーパーレス化している

取り入れている

全く
していない

① 教職員間の情報共有や連絡にクラウドサービスを取り
入れていますか。

② 職員会議等の資料をクラウド上で共有しペーパーレス
化していますか。

③ 教職員への調査・アンケート等をクラウドサービスを用
いて実施・集計していますか。

取り入れていない

学校内の連絡のデジタル化

全く
していない

完全にデジタル化している 一部している（半分以上） 一部している（半分未満）
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学校

校務DXの成果について

学校
設置者

35.6％

40.3％+4.7P

令和
5年度

令和
6年度

43.0％

47.9％

令和
5年度

令和
6年度 +4.9P

※各年度の満点（令和５年度1020点、令和６年度990点）をそれぞれ100％に換算

※各年度の満点（令和５年度540点、令和６年度600点）をそれぞれ100％に換算 4

 令和５年度の自己点検時と比較し、校務DXの取組の進捗が見られ、各学校・学校設置者において、
デジタルを活用した校務改善が積極的に行われた成果が出ていると考えられる。



30.6%

5.9%

32.8%

19.2%

8.0%

19.6%

20.5%

29.2%

27.8%

27.0%

34.5%

32.1%

36.8%

38.0%

6.6%

47.3%

20.2%

33.0%

42.8%

34.0%

34.9%

19.9%

12.5%

15.6%

12.3%

8.4%

79.5%

70.8%

45.0%

9.2%

38.9%

22.7%

10.8%

24.9%

27.9%

36.3%

30.5%

39.5%

37.9%

38.1%

43.5%

41.9%

4.7%

40.9%

15.2%

30.3%

37.2%

27.8%

19.8%

10.4%

7.9%

8.9%

8.6%

5.5%

72.1%

63.7%

① 児童生徒の欠席・遅刻・早退連絡について、ク
ラウドサービスを用い、PC・モバイル端末等から
受け付け、学校内で集計していますか。

② 学校から保護者へ発信するお便り・配布物をク
ラウドサービスを用いて一斉配信していますか。

③ 職員会議等の資料をクラウド上で共有しペー
パーレス化していますか。

④ 保護者への調査・アンケート等をクラウドサービ
スを用いて実施・集計していますか。

⑤ 児童生徒への調査・アンケート等をクラウドサー
ビスを用いて実施・集計していますか。

⑥ 教職員への調査・アンケート等をクラウドサービ
スを用いて実施・集計していますか。

⑦ 業務時間外の保護者からの問い合わせや連絡
事項について、クラウドサービスを用い、PC・モバ
イル端末等から受け付ける体制を整えています
か。

⑧ 長期休暇期間（夏休み等）の教職員の動静
調査をクラウドサービスを用いて実施・管理して
いますか。
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令和5年度と比較して特に取組が進んだ項目
令和５年度 令和６年度

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上） 一部している

（半分未満）

全くして
いない

全くして
いない

一部している
（半分未満）

完全にデジタル
化している

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満）

一部している
（半分未満）

整えていない

+17.1P

+15.9P

+9.5P

+9.5P

+9.4P

+9.1P

+7.4P

+7.1P

一部している
（半分未満）

一部している
（半分以上）

全くして
いない

一部している
（半分未満）

一部している
（半分以上）

完全にデジタル
化している

全くして
いない

一部している
（半分以上）

完全にペーパー
レス化している

全くして
いない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上）

全くして
いない

整えている

用いている 用いていない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満）

全くして
いない

全くして
いない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満）

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満）

全くして
いない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満）

全くして
いない

完全にペーパー
レス化している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満）

全くして
いない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満）

全くして
いない

整えていない整えている

用いている 用いていない

伸び

※チェックリストの各項目において「完全にデジタル化している」又は「一部している（半分以上）」（もしくはこれらに相当する選択肢）と回答した学校の割合が、令和５年度と比較して6.0ポイント以上伸びた項目を抽出。なお、
「『FAXの利用が例外的に必要と考えられる業務』以外の日常の業務にFAXを使用していますか。」については、令和５年度と令和６年度で項目内容が異なるため除いている。



校務ＤＸの取組に関するダッシュボード①
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 「GIGAスクール構想の下での校務DXチェックリスト」上の一部項目について、各自治体のデジタル化
の進捗を可視化し公開。

 一部の都道府県教育委員会では、域内教育委員会が参加する協議会等の場で、各自治体の取組
状況を示し、校務DXの更なる加速化について働きかけを行うためのツールとして活用。



校務ＤＸの取組に関するダッシュボード②
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校務DXの取組が進まない要因（学校）
取組の実施について学校内で検討する時間がない 42.6%
教育委員会により環境面（ツール・セキュリティ等）が整備さ
れていない 33.7%

環境面・ルールは問題ないがICT活用に対して不安がある 29.6%
環境面・ルールは問題ないがICT活用が苦手・ICT活用に否
定的な教職員が多い 23.4%

取組の実施について何から着手したらいいのかわからない 23.1%
取組の実施について学校内に検討する人材がいない 22.0%
環境面は整備されているが教育委員会によりルールが整備さ
れていない 13.1%

取組の実施について教育委員会によるルールで禁止されている 10.1%
取組の実施について学校独自のルールで禁止している 4.2%
その他 11.6%
取組が進んでいない項目はない 5.9%
※学校に対し、すべてのチェックリストの項目について、取組が進まない要因を尋ねたもの。複数回答のため、総和は100％とはならない。 8



①保護者から学校への提出資料をク
ラウドサービスを用い、受け付けて
いますか。

②保護者との日程調整をクラウドサー
ビスを用いて行っていますか。

③教職員が作成した教材等をクラウ
ド上で共有し活用していますか。

④「初等中等教育段階における生成AIの利
用に関する暫定的なガイドライン」に基づ
き生成AIを校務で活用していますか。

⑤学校内外の行事日程、施設や特別教室
の利用予約等について、クラウドサービス
を使って共有し、いつでも確認できるように
していますか。

取り組んでいる学校の割合は比較的低いものの
教職員の働き方の改善に対する効果実感が高かった項目

48.4%

46.5%

42.9%

42.2%

40.7%

49.8%

50.8%

55.6%

55.0%

55.7%

13.6%

12.8%

39.6%

2.7%

31.8%

一定以上取り組んでいる
と回答した学校の割合

そう思うとてもそう思う
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奈良市立鶴舞小学校 ～保護者から学校への提出資料（例：年度当初の家庭調査票、保健調査票）のクラウドサービスを用いた受付～

取組前後の
業務実施方法の

変化

取組前

取組後

取組前後の
業務実施に費やす
時間の変化

 各担当が書式を準備後、児童数分印刷し、配布。
 未提出の児童については、最終的には保護者に電話。
 教頭は、学校全体の提出進捗状況を確認し、各担任に呼びかけ。
 未提出の要因も多様で、そもそも保護者の手に渡っていないのかなどが不明。

 プロセスがシンプルになったことで未提出になる要因が減り、未提出の割合が減少。
 提出済みかどうかもクラウドサービス上で容易に判別できるようになり、出した・出さないのトラブルも未然防止可能に。

担任一人当たり、全部で数時間かかっていた作業が、10分の1くらいになった感覚がある。

 各担任が朝にプールカードを紙で回収し、１枚１枚点検し、押印。

 回収や押印の手間が減るとともに、保護者からの情報が自動で集約。
 集約された情報は、いつでも、どこからでも端末で確認が可能。

プールカードの回収、押印がなくなったことで、１日あたり10分はこの業務にかける時間が減ったと感じる。
プール対応は１か月強あるため、積算すると一定時間の減少に寄与。

山梨県甲州市立奥野田小学校 ～ Webアンケートフォームを用いたプールカード等の提出～

取組前後の
業務実施方法の

変化

取組前

取組後

取組前後の
業務実施に費やす
時間の変化
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校務DXによる業務変化の事例①



島根県安来市立第二中学校 ～ Webアンケートフォームを用いた保護者との日程調整～

 各担任が紙を用いて保護者との日程調整を実施。
 回答がない場合は、生徒経由あるいは保護者に直接電話で催促。
 回収の進捗把握、保護者への催促は、時間がかかると同時に各担任にとって心理的負荷の高いものであった。

 配布・回収・集計が容易になり、各担任ごとでなく教頭に調整業務の集約できるようになり、学年の異なる兄弟・姉妹がいる場合の
日程調整が容易になった。

 回答催促にもクラウド上で可能になり、電話がつながらないことによる業務時間の拘束もなくなった。

日程調整は、年間で何度も発生するため、その都度、同じ業務を各担任がそれぞれ行っていたところから、
１名に集約したことによる効率化や、回答待ちにかかっていた時間を考慮すると、数時間は減ったのではないかと感じる。

 各担任が紙を用いて行っていおり、児童生徒経由で保護者へ配布。
 児童経由で回収し、再度回答結果をシステムに入力し直し。

 入力のし直しは不要で、回答を表計算ソフトで出力できるようになり、集計に必要な時間を削減。

日程調整は年間で何度も発生し、一つの案件の集計に約15分かかっていたのが5分くらいで済むようになったと感じる。
また、保護者への催促や日程変更など考慮すると、一つの案件で１時間程度は削減できたのではないかと感じる。

1
1

取組前後の
業務実施方法の

変化

取組前

取組後

取組前後の
業務実施に費やす
時間の変化

鹿児島県垂水市新城小学校 ～ Webアンケートフォームを用いた保護者との日程調整～

取組前後の
業務実施方法の

変化

取組前

取組後

取組前後の
業務実施に費やす
時間の変化

埼玉県久喜市立桜田小学校 ～学校内外の行事日程、施設や特別教室の利用予約等についてのクラウドサービスを用いた共有・確認～

取組前後の
業務実施方法の

変化

取組前

取組後

 前日の夜、職員室の黒板に翌日の予定等を記入。

 行事等に関する紙資料がデスクに配布され、変更点がある度に
再配布されるため、デスクに紙が増える一方。

 行事予定のシートを編集すると他の資料も連動して同時かつリアルタイムで表示。
 紙でのやり取りは不要になるとともに、修正時の二度手間・三度手間も不要。
 出張時も、出先から最新の状況が確認可能に。

行事関連の連絡業務にかける時間は半減したように感じる。
取組前後の

業務実施に費やす
時間の変化 ▲職員室にあるモニターに行事予定等を投影 11

校務DXによる業務変化の事例②


